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議
員　

本
県
に
お
け
る
昨
年
の
人
口
移

動
が
大
幅
な
転
入
超
過
と
な
っ
た
勢
い

を
止
め
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
な
る
移
住

促
進
に
向
け
て
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

知
事　

若
者
に
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
の

確
保
を
進
め
る
と
と
も
に
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
の
促
進
や
東
京
圏
の
若
手
人
材
と
県

内
企
業
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
副
業
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
関
係
人
口
の
さ

ら
な
る
創
出
に
努
め
る
。
加
え
て
、
空

き
家
バ
ン
ク
の
登
録
を
促
進
し
、
移
住

者
向
け
住
ま
い
情
報
の
充
実
を
図
る
。

議
員　

水
害
に
備
え
た
対
策
の
一
つ
と

し
て
自
主
防
災
組
織
の
活
動
が
挙
げ
ら

れ
、
防
災
士
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り

が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
地
域
防
災
力

の
向
上
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

防
災
・
危
機
管
理
部
長　

自
主
防
災
組

織
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
は
じ
め
、
防

災
士
の
資
格
取
得
に
も
つ
な
が
る
「
い

ば
ら
き
防
災
大
学
」
な
ど
を
開
催
し
て

い
る
。
今
後
も
市
町
村
と
連
携
し
な
が

ら
、
自
主
防
災
組
織
の
充
実
強
化
に
取

り
組
み
、
地
域
防
災
力
の
さ
ら
な
る
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

国
内
の
市
場
で
価
格
下
落
を
起

こ
し
や
す
い
白
菜
な
ど
の
葉
物
野
菜
も

含
め
、
本
県
農
産
物
の
輸
出
拡
大
に
向

け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

営
業
戦
略
部
長　

本
県
農
産
物
に
つ
い

て
は
、
か
ん
し
ょ
や
コ
メ
、
常
陸
牛
を

主
力
に
、
戦
略
的
に
販
路
の
拡
大
・
定

着
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
海
外
の
高

級
レ
ス
ト
ラ
ン
を
対
象
と
し
た
試
食
会

の
開
催
な
ど
、
本
県
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、

ひ
き
こ
も
り

者
へ
の
支
援
、

コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
学
校

行
事
へ
の
対

応
な
ど
も
質

問
）

議
員　

少
子
化
が
進
む
一
方
、
特
別
支

援
学
校
な
ど
の
児
童
生
徒
数
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
教
室
が
不
足
し
て
い
る
。

通
学
に
長
時
間
を
要
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
た
め
、
県
立
特
別
支
援
学
校
の
環
境

整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

「
い
ば
と
く
プ
ラ
ン
 ※1

」
に

よ
る
施
設
整
備
を
踏
ま
え
、
中
長
期
的

な
児
童
生
徒
数
の
推
移
を
見
極
め
、
廃

校
の
活
用
を
含
め
て
特
別
支
援
学
校
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
農

林
分
野
に
お
け

る
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
活
用
、
中

学
校
の
部
活
動

の
地
域
移
行
な

ど
も
質
問
）

飯田　智男 議員
いばらき自民党
常総市・八千代町選出

幡谷　好文 議員
いばらき自民党
小 美 玉 市 選 出

下路　健次郎 議員
いばらき自民党
東 海 村 選 出

さ
ら
な
る
移
住
促
進
に
向
け
た
取
組

地
域
防
災
力
の
向
上

農
産
物
の
輸
出
拡
大

県
立
特
別
支
援
学
校
の
環
境
整
備

議
員　

原
発
は
安
全
よ
り
企
業
利
益
が

優
先
さ
れ
、
未
来
に
核
の
ゴ
ミ
を
押
し

付
け
る
。
戦
争
で
攻
撃
、
占
拠
さ
れ
る

こ
と
も
現
実
に
起
き
、
再
稼
働
に
反
対

す
る
こ
と
を
求
め
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

東
海
第
二
発
電
所
の
再
稼
働
に

向
け
、
国
が
前
面
に
立
っ
て
対
応
し
て

い
く
と
さ
れ
た
が
、
安
全
性
検
証
と
実

効
性
あ
る
避
難
計
画
策
定
に
取
り
組
み
、

県
民
に
情
報
提
供
し
た
上
で
、
県
民
や

避
難
計
画
を
策
定
す
る
市
町
村
、
県
議

会
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
判
断
し
て
い

く
姿
勢
に
変
わ
り
な
い
。

議
員　

科
学
技
術
の
便
利
さ
と
リ
ス
ク

を
正
し
く
認
識
す
る
た
め
の
教
育
が
重

要
と
考
え
る
が
、
学
校
教
育
に
お
け
る

推
進
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

昨
年
度
か
ら
Ｐ
Ａ
Ｚ
 ※2

内
の

学
校
の
教
員
を
対
象
に
原
子
力
災
害
対

応
研
修
を
開
始
し
た
が
、
受
講
し
た
教

員
か
ら
評
価
す
る
声
が
聞
か
れ
て
お
り
、

今
年
度
は
Ｕ
Ｐ
Ｚ
 ※3

内
の
学
校
も
対
象

と
す
る
。
ま
た
、
放
射
線
の
基
礎
知
識

と
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
な
ど
が
記

載
さ
れ
た
副
読
本
を
県
内
全
て
の
学
校

に
配
布
し
、
授
業
で
活
用
し
て
い
る
。

議
員　

学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
物

や
有
機
農
産
物
の
積
極
的
な
活
用
の
ほ

か
、
全
て
の
小
中
学
校
の
給
食
費
を
無

償
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

学
校
給
食
で
の
地
場
産
物
活

用
率
が
50
％
を
超
え
る
市
町
村
の
割
合

が
昨
年
度
90
・
７
％
に
達
し
た
一
方
、

低
廉
な
価
格
で
同
一
規
格
の
食
材
を
大

量
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
使
用
が

難
し
い
現
状
も
あ
る
。
給
食
費
無
償
化

は
、
政
策
の
優
先
度
、
財
政
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、
在

り
方
を
研
究
す

る
。

（
ほ
か
に
、
保

健
医
療
の
拡
充
、

河
川
の
防
災
対

策
な
ど
も
質

問
）

議
員　

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
水

素
製
造
に
際
し
、
二
酸
化
炭
素
を
排
出

せ
ず
、
発
電
も
可
能
な
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｒ
の
支

援
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

産
業
戦
略
部
長　

Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｒ
に
よ
る
水

素
製
造
の
実
用
化
に
は
多
く
の
課
題
が

あ
る
と
聞
い
て
お
り
、
国
へ
予
算
の
確

保
を
要
望
し
て
い
く
。
ま
た
、
水
素
利

用
に
高
い
技
術
力
を
持
つ
事
業
者
と
、

供
給
の
担
い
手
企
業
と
の
連
携
に
よ
る

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
な
ど
を
後

押
し
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
東
海
第
二
発
電
所
の
再
稼

働
の
必
要
性
、

事
故
を
想
定
し

た
拡
散
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
も
質
問
）

東
海
第
二
発
電
所
の
再
稼
働
問
題

学
校
教
育
に
お
け
る
原
子
力
教
育
と

放
射
線
防
護
教
育
の
推
進

江尻　加那 議員
日 本 共 産 党
水戸市・城里町選出

学
校
給
食
へ
の
地
場
産
物
・
有
機
農
産
物

の
活
用
と
給
食
費
無
償
化
の
取
組

Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｒ
  ※4
へ
の
期
待
と
応
援

「
決
算
特
別
委
員
会
」を
開
催
し
ま
し
た

　

９
月
21
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
令
和
３
年
度
決
算
に
お
け

る
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
に
お
け
る
令
和
３

年
度
決
算
の
総
括
的
な
概
要
の
ほ
か
、
県
総
合
計
画
に
掲
げ
る

政
策
・
施
策
の
進
捗
状
況
お
よ
び
数
値
目
標
の
達
成
状
況
に
つ

い
て
、
県
執
行
部
か
ら
説
明
を
聴
取
し
ま
し
た
。

　

第
３
回
定
例
会
閉
会
後
の
閉
会
中
に
は
、
常
任
委
員
会
を
基

本
と
す
る
３
つ
の
分
科
会
で
の
部
門
別
審
査
を
行
っ
た
後
、
総

括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

茨
城
県
議
会
で
は
、
県
民
参
画
推
進
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
県
民
か
ら
意
見
聴
取
・
情
報
収
集
な
ど
を
行
い
、

議
会
の
活
動
や
広
報
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和

３
年
11
月
か
ら
「
県
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
般
、
議
会
広
報
と
議
会
活
動
に
つ
い
て
意
見
調
査
を
行

い
、
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
で
は
、
県
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
「
色
使
い
も

爽
や
か
で
、
構
成
も
シ
ン
プ
ル
で
読
み
や
す
く
て
良
い
」
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
「
重
要
な
記
事
や
用
語
な
ど
は
、

目
立
た
せ
る
工
夫
が
必
要
」
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
議
会
活
動
で
は
、
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
の
中

継
や
議
事
録
な
ど
を
ご
覧
の
上
、
「
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る

か
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
生
む
か
予
算
の
内
部

に
踏
み
込
ん
で
審
議
さ
れ
て
い
る
」
、
「
諸
問
題
へ
の
対
応

策
が
条
例
化
さ
れ
、
政
策
へ
と
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
、
非
常

に
有
益
と
感
じ
る
」
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
て
、
改
善
で
き
る
も
の
は

改
善
し
、
よ
り
開
か
れ
た
県
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
の
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
は
年
度
末
で
任
期
が
満
了
し
ま

す
。
次
の
年
度
に
委
嘱
す
る
モ
ニ
タ
ー
は
、
来
年
２
月
か
ら

３
月
頃
に
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
す
る
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ことば ※3【ＵＰＺ】…ＰＡＺの外側のおおむね半径30㌔圏内（発電用原子炉の場合）。全面緊急事態となった場合、放射性物質の放出前の段階において、住民の屋内退避を実施し、放出後、空間放射線量率が一定 
	 以上となる区域は一時移転などを実施。
※4【ＨＴＴＲ】…日本原子力研究開発機構大洗研究所が保有する高温工学試験研究炉。原子炉の高温熱を利用した水素製造実証プロジェクトが進められている。

ことば ※1【いばとくプラン】…特別支援学校における不足教室解消のための施設整備計画（令和２年２月策定）。
※2【ＰＡＺ】…原子力施設からおおむね半径５㌔圏内（発電用原子炉の場合）。放射性物質が放出される前の段階から予防的に避難などを行う。

シンガポールでの
本県産白菜の販売の様子

地域の防災リーダーを養成する
「いばらき防災大学」

学校給食の様子
ＨＴＴＲの外観

（日本原子力研究開発機構提供）

一般質問（要旨）

県
議
会
モ
ニ
タ
ー
か
ら

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

◆
委
員
会
人
事

　

高
崎
進
議
員
が
予
算
特
別
委
員
会
を
10
月
６
日
に
辞
任
し
た
こ

と
に
伴
い
、
同
日
付
で
同
委
員
会
委
員
に
田
村
け
い
子
議
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
人
事


